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１．事業の概要    
（１） 事業位置図 
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１．事業の概要    
（２） 事業の目的と計画の概要 

２ 

東扇島地区と内陸部との円滑な接続により物流機能を強化する。 
東扇島地区と内陸部を結ぶ緊急物資輸送ルートの多重化を図り、防災機能を強化する。 

整備区間  ： 川崎区東扇島～水江町 
整備延長  ： 全長3.0km 
幅員     ： 約7～19m 
事業期間  ： 平成21～35年度（前回：平成21～30年度） 
道路区分  ： 第4種1級 
設計速度  ： 50km/h 
車線数    ： 往復4車線・歩道（片側）あり 
事業費    ： 540億円 
計画交通量 ： 21,900台/日 
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川崎港は京浜工業地帯の中核を成し、石油化学・鉄鋼等の製造業や火力発電所、バイオマス、太陽光、

風力などのエネルギー関連産業の集積が進み重要な役割を担っている。 

近年はコンテナターミナルやロジスティクス機能の充実により、日本随一の冷凍冷蔵倉庫群も含めた倉

庫の集積を活かし、国際戦略港湾『京浜港』の一員としての役割を担っている。 
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１．事業の概要    
（３）-１ 川崎港の概要 
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 （単位：億円） 

出典：川崎港貿易概況 (平成27年分) 
■川崎港における輸出入品目（平成27年） 
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１．事業の概要    
（３）-２ 川崎臨海部の動向 

『未来型環境・産業都市』の実現を目指し、水素利用の拡大に向けた取組を進めている。 

ライフサイエンス・環境分野における世界最高水準の研究開発から新産業を創出するなど、我が国の経済

成長を牽引する国際戦略拠点の形成に向けた取組が活発化している。 

川崎市の製造業のうち、事業所の３割、従業者数の約５割、製造品出荷額の約８割が臨海部に集積してお

り、雇用や税収の面において重要なエリアである。 

近年では臨海部の特徴を生かした、「工場夜景・産業観光ツアー」、「みなと祭り」、様々なスポーツイ

ベントが開催され、人・モノの交流が進み魅力ある地域の形成が進んでいる。 

■浮島太陽光発電所 ■川崎スチームネット 

出典：川崎市ＨＰ 出典：川崎市ＨＰ 

メガソーラー 発電所発生の蒸気活用 

出典：川崎市ＨＰ 

■自立型水素ｴﾈﾙｷﾞｰ供給ｼｽﾃﾑ 

出典：川崎市ＨＰ 

■移動式水素ステーション 

■水素による燃料電池フォークリフトの実証プロジェクト 

出典：川崎市ＨＰ 

■観光・イベント 

出典：川崎市観光協会ＨＰ 

日本六大工場夜景（写真は水江町）
川崎マリエン 日本夜景遺産に登録 

４ 

H27年度 来場者数 約22万人 
H28年度 来場者数 約16万人（荒天） 



0  

20  

40  

60  

80  

100  

H22 H23 H24 H25 H26 H27 

外貿 

内貿 

5年間で 
約3倍 

１．事業の概要    
（３）-３ 事業の必要性（貨物量増加に対応する物流機能の強化①） 

５ 

川崎港におけるコンテナ貨物取扱量（公共）は、定期航路の開設に伴い増加を続けており、平成27年に

は9.4万TEUに達し、平成22年から5年間で約3倍に増加した。 

また、完成自動車の輸出量は増加傾向で、平成27年には48万台に達した。 

増加する貨物流動等に対応するため、東扇島地区と内陸部を結ぶ新たなアクセスルートが必要である。 

■川崎港の航路増設とコンテナ貨物取扱量 

（速報値） 

 
 

■川崎港における完成自動車輸出量 
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H25.3 香港・蛇口・ハイフォン航路開設 

H26.9 煙台・大連航路開設 

H24.5 青島航路就航 
H24.10 上海航路就航 

H27.3基隆航路開設 

盛況な完成自動車の輸出 

出典：川崎港統計年報 平成27年 

（公共） 

取扱量の増加が著しいコンテナ貨物 

ＫＣ１岸壁 

川崎港コンテナターミナル 東扇島外貿埠頭 



コンテナターミナルの直背後に、かわさきファズ物流センターや高機能な物流施設が立地する東扇島総合

物流拠点地区、冷凍・冷蔵倉庫を中心とした物流倉庫群の立地が進み、物流の結節点となっている。 

特に、首都圏４千万人の食生活を支える冷蔵倉庫収容能力は、197万m3と国内最大規模である。 

１．事業の概要    
（３）-４ 事業の必要性（貨物量増加に対応する物流機能の強化② ） 

６ 
川崎市ホームページを参考
に作成 

物流倉庫群 

物流倉庫群 

■京浜港における地区別冷蔵倉庫収容能力 

基幹的広域防災拠点 

■多様なロジスティクス機能の集積 

東扇島総合物流拠点地区 

川崎港コンテナターミナル 
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川崎港コンテナターミナル 

東扇島の東側に広がる物流倉庫群 
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※日本郵政は首都圏主要港・羽田空港に近い利点を活かし、国際郵便物を取扱う拠点を整備 

日本郵政 

かわさきファズ物流センター 

東扇島総合物流拠点地区 
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１．事業の概要    
（３）-５ 事業の必要性（貨物量増加に対応する物流機能の強化③） 

東扇島地区では、H24年からの２年間で約50社の企業進出が進み、約4,900人もの従業者数が増加している。 
従業者の通勤手段は、川崎駅発着の路線バス、自家用車等で、川崎市内との唯一のアクセスルートである川

崎港海底トンネルを通行するため、朝夕の通勤時間帯を中心に、通勤車両と物流関連車両の交通集中により
激しい渋滞が発生ており、早急な対策が必要となっている。 

・朝の交通混雑を避けるため、出荷  
 の時間を早め、早朝出勤を行って   
 いる。 
・東扇島水江町線の整備により、ス
ムーズかつ計画通りの輸送が
可能となることを期待している。 

■事業者の声 

■道路利用者へのアンケート結果 

n=83 

渋滞の発生頻度

渋滞による支障の発生

n=100 
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２回に１回は渋滞
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渋滞は少ない
22％

渋滞はしていない
17％

週１回以上
18％

月１回以上
36％

年１回以上
27％
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19％
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約束時
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＜＜webアン

・平成27年1

・回答者数

・事業区間に
点～川崎
側）の利用

61％ 

54％ 

７ 

実施：平成27年12月 
対象：国道132号塩浜交差点～川崎港海底 
    トンネル出入口（東扇島側）利用者 

出典：H24、H26経済センサス 

■東扇島の事業所数・従業者数の推移 

川崎港海底トンネル出口付近(夕) 

国道132号(朝) 
■渋滞状況 

■東扇島・扇島＊の発生集中交通量の推移 
（台/日） 

＋約1,000 ＊川崎市の範囲 

6,351  

11,220  

H24 H26 

（事業所数） 

（従業者数：人） ＋約4,900 

＋約50 

撮影：H28.10 

至 川崎駅 

撮影：H28.10 至 川崎港海底トンネル 

至 川崎駅 
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１．事業の概要    

■川崎港コンテナターミナルへの到達圏域 

※旅行速度：民間プローブ（H27年度12時間平均速度）、東扇島水江町線は50km/h  
※H24経済センサスにおいて従業者数1人以上の500mメッシュを対象に集計 

（３）-６ 事業の必要性（貨物量増加に対応する物流機能の強化④） 

将来、川崎港の貨物量は増加することが見込まれており、川崎港海底トンネルは更なる混雑悪化が懸念される。 
東扇島水江町線の整備により、東扇島と内陸部を結ぶ貨物流動の分散化が図られ、川崎港海底トンネルの混

雑が緩和される。 
また、川崎港コンテナターミナルへの到達圏域も拡大し、東扇島と内陸部のアクセス性・定時性が向上する

ことで利便性を生かした民間企業の立地促進、産業・物流の効率化が期待される。 

整備あり 

■川崎港海底トンネルの交通量と混雑度 

現 況 

15分圏域    30分圏域 

８ 

物流倉庫群

294132

川崎市

28,474 
35,600 

18,400 

現況 将来整備なし 将来整備あり 

交通量 
（台/日） 

海底 
 トンネル 

（1.1） 
（1.4） 

（0.7） 

交通量 
（台/日） 

21,900 

将来 

32,300 

現況 

（1.2） 

交通量 
（台/日） 

※（）内の混雑度は交通量を交通容量で除した値。 
    国道132号の交通容量および混雑度はH22道路交通センサス値。 
   海底トンネルの現況交通量はH27年度の平日平均トラカン値、交通容量は国道132号と同じ値とした。 
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 １．事業の概要    
（３）-７ 事業の必要性（緊急物資輸送ルートの強化） 

９ 

東扇島には、基幹的広域防災拠点が整備され、発災時には、東扇島から被災地に大量の物資（飲料、食料品、日   
用品）を輸送する必要がある。 

現在、東扇島と内陸部の接続は「川崎港海底トンネル」が唯一のルートであり、発災時に海底トンネルが不通にな

ると、東扇島から被災地に向けた緊急物資輸送に支障が生じることが懸念される。 

東扇島水江町線の整備により、橋梁による東扇島と川崎市内陸部を結ぶ緊急物資輸送ルートが構築され、首都
圏の防災機能の強化が図られる。 

   ：基幹的広域防災拠点 
   ：耐震岸壁 

画像提供：神戸市 

被災地への支援 

基幹的広域防災拠点からの支援 

首都直下型地震 
今後３０年以内に７０％の 
確率で発生 

川崎市人口：約149万人（H28.10) 
東扇島従業者数：11,220人 

出典：H26経済センサス 

基幹的広域防災拠点の利用 

平常時の利用 発災時の利用 

人工海浜を活用した海自LCACによる輸送 
（訓練） 市民憩いの場として定着 



 ２．事業の進捗状況    
（１）事業の経緯及び進捗状況 

１０ 

前回評価時 
（Ｈ２５） 

用地取得 － 
測量・調査・設計 

工事 

今回評価時 
（Ｈ２８） 

用地取得 － 
測量・調査・設計 近接施工・工作物移設 調整中 上部工設計・施工検討中 近接施工・工作物移設 調整中 

工事 

○平成11年度 ：川崎港港湾計画に位置付け         ○平成26年度：環境影響評価書 公告(11月) 
○平成21年度 ：事業化                       ○平成27年度：準備工、仮設工着手     
○平成23年度 ：用地取得着手                  ○平成28年度：橋梁下部工着手（現地本格着手） 

東扇島アプローチ部 

着手前 着手後 

橋脚工事を実施中 

主橋梁部（水江町陸上部） 

物件移転後 物件移転前 

至 

市
街 

（進捗状況） 

 取得率60％ 

※用地取得率：平成28年10月末現在（面積ベース） 

東扇島 水江町 京浜運河 

事業範囲 

Ｂ 357

至 

川
崎
市
街 

至 

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル 

主橋梁部 水江町アプローチ部 東扇島アプローチ部 

至 

市
街 

橋
脚
位
置 

橋
脚
位
置 

用地取得未着手
測量・調査・設計未着手

工事未着手

用地取得中
測量・調査・設計中
工事中

用地取得済
測量・調査・設計完了
工事完了

凡　　例



 ２．事業の進捗状況    
（２）前回評価からの進捗状況 

１１ 

大型車両が多数通行 
狭隘な空間における近接施工 

水江町アプローチ部の現状 

鶴見航路 川崎航路 

京浜運河 

水江町 

大型船舶が航行する水域での施工 
（航行する船舶の30％はタンカー） 

主橋梁部の現状 

東扇島 

用地取得及び海上工事の水域利用調整により、現地着手に遅れが生じた。 

平成28年度の本格着手に伴い工程を精査したところ、以下の関係者調整が必要な箇所については時間を

要することから、事業期間は平成30年度から平成35年度となる見込みである。 

工作物移設に関する調整（移設先の用地取得含む） 

一般交通・埋設物との近接施工に関する調整 

狭隘な水域における上部工施工に関する調整 

関係者調整に伴う設計・施工検討 

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

　測量・調査・設計（施工検討含む）

（Ｈ２５）

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

（Ｈ２８） 　施工

　関係者調整等(近接施工・上部工施工)

今
回
評
価
時

　施工

年度

　測量・調査・設計（施工検討含む）

　用地取得調整・工作物移設

前
回
評
価
時

年度

　用地取得調整・工作物移設

着手遅れ 関係者調整箇所の施工

企業活動を支える工作物（ライフライン含む）が設置・
埋設されており、ライフラインを維持しながらの施工と
なる。 


Ｒ10

								■川崎臨港道路　事業工程の変遷 カワサキ リンコウ ドウロ ジギョウ コウテイ ヘンセン

								＜H20年度　新規採択時＞ ネンド シンキ サイタク ジ

								項目 コウモク				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35

								測量・調査・設計 ソクリョウ チョウサ セッケイ

								環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

								施工 セコウ																		完了 カンリョウ





				前回評価時				年度 ネンド				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35		＜H25年度　再評価時＞ ネンド サイヒョウカ ジ

								　測量・調査・設計（施工検討含む） ソクリョウ チョウサ セッケイ セコウ ケントウ フク

								　用地取得調整・工作物移設 ヨウチ シュトク チョウセイ コウサクブツ イセツ

				（Ｈ２５）				　施工 セコウ



				今回評価時				年度 ネンド				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35		＜H28年度　再評価時＞ ネンド サイヒョウカ ジ

								　測量・調査・設計（施工検討含む） ソクリョウ チョウサ セッケイ セコウ ケントウ フク

								　用地取得調整・工作物移設 ヨウチ シュトク チョウセイ コウサクブツ イセツ

								　関係者調整等(近接施工・上部工施工) カンケイシャ チョウセイ トウ キンセツ セコウ ジョウブ コウ セコウ

		　		（Ｈ２８）				　施工 セコウ





着手遅れ

関係者調整箇所の施工



Ｒ９

								■川崎臨港道路　事業工程の変遷 カワサキ リンコウ ドウロ ジギョウ コウテイ ヘンセン

								＜H20年度　新規採択時＞ ネンド シンキ サイタク ジ

								項目 コウモク				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35

								測量・調査・設計 ソクリョウ チョウサ セッケイ

								環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

								施工 セコウ																		完了 カンリョウ





				前回評価時				年度 ネンド				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35		＜H25年度　再評価時＞ ネンド サイヒョウカ ジ

								　測量・調査・設計（施工検討含む） ソクリョウ チョウサ セッケイ セコウ ケントウ フク

								　関係者調整等 カンケイシャ チョウセイ トウ

								　用地取得調整・工作物移設 ヨウチ シュトク チョウセイ コウサクブツ イセツ

								　環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

				（Ｈ２５）				　施工 セコウ



				今回評価時				年度 ネンド				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35		＜H28年度　再評価時＞ ネンド サイヒョウカ ジ

								　測量・調査・設計（施工検討含む） ソクリョウ チョウサ セッケイ セコウ ケントウ フク

								　関係者調整等 カンケイシャ チョウセイ トウ

								　用地取得調整・工作物移設 ヨウチ シュトク チョウセイ コウサクブツ イセツ

								　環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

		　		（Ｈ２８）				　施工 セコウ





着手遅れ

関係者調整箇所の施工



Ｒ８

								■川崎臨港道路　事業工程の変遷 カワサキ リンコウ ドウロ ジギョウ コウテイ ヘンセン

								＜H20年度　新規採択時＞ ネンド シンキ サイタク ジ

								項目 コウモク				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35

								測量・調査・設計 ソクリョウ チョウサ セッケイ

								環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

								施工 セコウ																		完了 カンリョウ





				前回評価時				年度 ネンド				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35		＜H25年度　再評価時＞ ネンド サイヒョウカ ジ

								　測量・調査・設計（施工検討含む） ソクリョウ チョウサ セッケイ セコウ ケントウ フク

								　関係者調整等 カンケイシャ チョウセイ トウ

								　環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

		　		（Ｈ２５）				　施工 セコウ



				今回評価時				年度 ネンド				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35		＜H28年度　再評価時＞ ネンド サイヒョウカ ジ

								　測量・調査・設計（施工検討含む） ソクリョウ チョウサ セッケイ セコウ ケントウ フク

								　関係者調整等 カンケイシャ チョウセイ トウ

								　環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

		　		（Ｈ２８）				　施工 セコウ





着手遅れ



Ｒ７

								■川崎臨港道路　事業工程の変遷 カワサキ リンコウ ドウロ ジギョウ コウテイ ヘンセン

								＜H20年度　新規採択時＞ ネンド シンキ サイタク ジ

								項目 コウモク				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35

								測量・調査・設計 ソクリョウ チョウサ セッケイ

								環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

								施工 セコウ																		完了 カンリョウ





				前回評価時				年度 ネンド				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35		＜H25年度　再評価時＞ ネンド サイヒョウカ ジ

								　測量・調査・設計（施工検討含む） ソクリョウ チョウサ セッケイ セコウ ケントウ フク

								　環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

								　用地取得・物件移転 ヨウチ シュトク ブッケン イテン

		　		（Ｈ２５）				　施工 セコウ



				今回評価時				年度 ネンド				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35		＜H28年度　再評価時＞ ネンド サイヒョウカ ジ

								　測量・調査・設計（施工検討含む） ソクリョウ チョウサ セッケイ セコウ ケントウ フク

								　環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

								　用地取得・物件移転 ヨウチ シュトク ブッケン イテン

		　		（Ｈ２８）				　施工 セコウ





本格着工

着手遅れ



Ｒ６

								■川崎臨港道路　事業工程の変遷 カワサキ リンコウ ドウロ ジギョウ コウテイ ヘンセン

								＜H20年度　新規採択時＞ ネンド シンキ サイタク ジ

								項目 コウモク				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35

								測量・調査・設計 ソクリョウ チョウサ セッケイ

								環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

								施工 セコウ																		完了 カンリョウ





				前回評価時				年度 ネンド				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35		＜H25年度　再評価時＞ ネンド サイヒョウカ ジ

								　測量・調査・設計（施工検討含む） ソクリョウ チョウサ セッケイ セコウ ケントウ フク

								　環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

								　用地取得・物件移転 ヨウチ シュトク ブッケン イテン

		　		（Ｈ２５）				　施工 セコウ



				今回評価時				年度 ネンド				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35		＜H28年度　再評価時＞ ネンド サイヒョウカ ジ

								　測量・調査・設計（施工検討含む） ソクリョウ チョウサ セッケイ セコウ ケントウ フク

								　環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

								　用地取得・物件移転 ヨウチ シュトク ブッケン イテン

		　		（Ｈ２８）				　施工 セコウ





本格着手



Ｒ５

								■川崎臨港道路　事業工程の変遷 カワサキ リンコウ ドウロ ジギョウ コウテイ ヘンセン

								＜H20年度　新規採択時＞ ネンド シンキ サイタク ジ

								項目 コウモク				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35

								測量・調査・設計 ソクリョウ チョウサ セッケイ

								環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

								施工 セコウ																		完了 カンリョウ





								年度 ネンド				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35		＜H25年度　再評価時＞ ネンド サイヒョウカ ジ

				前回評価時				　測量・調査・設計 ソクリョウ チョウサ セッケイ

								　関係者調整 カンケイシャ チョウセイ

								　環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

								　用地取得・物件移転 ヨウチ シュトク ブッケン イテン

								　施工 セコウ		東扇島アプローチ部 ヒガシ オウギシマ ブ

		　		（Ｈ２５）						主橋梁部 シュ キョウリョウ ブ

										水江アプローチ部 ミズエ ブ



								年度 ネンド				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35		＜H28年度　再評価時＞ ネンド サイヒョウカ ジ

				今回評価時				　測量・調査・設計 ソクリョウ チョウサ セッケイ

								　関係者調整 カンケイシャ チョウセイ

								　環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

								　用地取得・物件移転 ヨウチ シュトク ブッケン イテン

								　施工 セコウ		東扇島アプローチ部 ヒガシ オウギシマ ブ

				（Ｈ２８）						主橋梁部 シュ キョウリョウ ブ

										水江アプローチ部 ミズエ ブ





現地着手の遅れ

近隣事業者との調整・航行安全対策に係る調整

物件移転の遅れ・近接施工に係る調整・近隣事業者との調整

企業活動への影響考慮

工作物移設

工作物移設

用地取得の遅れ



Ｒ２

								■川崎臨港道路　事業工程の変遷 カワサキ リンコウ ドウロ ジギョウ コウテイ ヘンセン

								＜H20年度　新規採択時＞ ネンド シンキ サイタク ジ

								項目 コウモク				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35

								測量・調査・設計 ソクリョウ チョウサ セッケイ

								環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

								施工 セコウ																		完了 カンリョウ





								年度 ネンド				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35		＜H25年度　再評価時＞ ネンド サイヒョウカ ジ

				前回評価時				　測量・調査・設計 ソクリョウ チョウサ セッケイ

								　関係者調整 カンケイシャ チョウセイ

								　環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

								　用地取得・物件移転 ヨウチ シュトク ブッケン イテン

								　施工 セコウ		東扇島アプローチ部 ヒガシ オウギシマ ブ

		　		（Ｈ２５）						主橋梁部 シュ キョウリョウ ブ

										水江アプローチ部 ミズエ ブ



								年度 ネンド				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35		＜H28年度　再評価時＞ ネンド サイヒョウカ ジ

				今回評価時				　測量・調査・設計 ソクリョウ チョウサ セッケイ

								　関係者調整 カンケイシャ チョウセイ

								　環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

								　用地取得・物件移転 ヨウチ シュトク ブッケン イテン

								　施工 セコウ		東扇島アプローチ部 ヒガシ オウギシマ ブ

				（Ｈ２８）						主橋梁部 シュ キョウリョウ ブ

										水江アプローチ部 ミズエ ブ





現地着手の遅れ

関係者調整・企業活動への影響考慮

工作物移設

関係者調整・用地取得・物件移転

関係者調整・物件移転

用地取得

工作物移設



Ｒ３

								■川崎臨港道路　事業工程の変遷 カワサキ リンコウ ドウロ ジギョウ コウテイ ヘンセン

								＜H20年度　新規採択時＞ ネンド シンキ サイタク ジ

								項目 コウモク				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35

								測量・調査・設計 ソクリョウ チョウサ セッケイ

								環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

								施工 セコウ																		完了 カンリョウ





				当初工程 トウショ コウテイ				項目 コウモク				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30														＜H25年度　再評価時＞ ネンド サイヒョウカ ジ

								測量・調査・設計 ソクリョウ チョウサ セッケイ

								環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

								用地 ヨウチ

								物件移設 ブッケン イセツ

								施工 セコウ														橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		舗装 ホソウ



				変更工程 ヘンコウ コウテイ				項目 コウモク				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35				＜H28年度　再評価時＞ ネンド サイヒョウカ ジ

								測量・調査・設計 ソクリョウ チョウサ セッケイ

								環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

								用地 ヨウチ

								物件移設 ブッケン イセツ

								施工 セコウ																橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		舗装 ホソウ





関係者調整

買収難航

輻輳・渋滞回避



Ｒ１

								■川崎臨港道路　事業工程の変遷 カワサキ リンコウ ドウロ ジギョウ コウテイ ヘンセン

								＜H20年度　新規採択時＞ ネンド シンキ サイタク ジ

								項目 コウモク				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35

								測量・調査・設計 ソクリョウ チョウサ セッケイ

								環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

								施工 セコウ																		完了 カンリョウ





				当初工程 トウショ コウテイ				項目 コウモク				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30														＜H25年度　再評価時＞ ネンド サイヒョウカ ジ

								測量・調査・設計 ソクリョウ チョウサ セッケイ

								環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

								用地 ヨウチ

								埋設物移設 マイセツ ブツ イセツ

								施工 セコウ		東扇島AP部 ヒガシ オウギシマ ブ												橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		舗装 ホソウ

										主橋梁部 シュ キョウリョウ ブ												橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		舗装 ホソウ

										水江AP部 ミズエ ブ														橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		舗装 ホソウ



				変更工程 ヘンコウ コウテイ				項目 コウモク				H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35				＜H28年度　再評価時＞ ネンド サイヒョウカ ジ

								測量・調査・設計 ソクリョウ チョウサ セッケイ

								環境影響評価手続き カンキョウ エイキョウ ヒョウカ テツヅ

								用地 ヨウチ

								埋設物移設 マイセツ ブツ イセツ

								施工 セコウ		東扇島AP部 ヒガシ オウギシマ ブ														橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		舗装 ホソウ

										主橋梁部 シュ キョウリョウ ブ														橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		舗装 ホソウ

										水江AP部 ミズエ ブ																								橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		橋梁 キョウリョウ		舗装 ホソウ





（関係者協議）





３．事業の評価    
（１）費用対効果分析① 

１２ 

■総便益（Ｂ） 
臨港道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれについて推計し、「港湾整備事業
の費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。 
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】 

■総費用（Ｃ） 
当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。 

1）計算条件                    〔参考：前回評価（H25）〕  
・基準年次：    平成28年度         平成25年度  
・開通開始年次：    平成36年度    平成31年度 
・分析対象期間：    開通後50年間               開通後50年間  
・基礎データ：    平成17年度道路交通センサス  平成17年度道路交通センサス 
・交通量の推計時点：     平成42年度    平成42年度  
・計画交通量：    21,900（台/日）           20,800（台/日）  
・事業費：           540億円        540億円 
・総便益（Ｂ）：    約679億円（割引後）            約680億円（割引後）   
･総費用（Ｃ）：    約517億円（割引後）             約484億円（割引後） 
・費用便益比（Ｂ/Ｃ）：     １．３                 １．４ 



３．事業の評価    
（１）費用対効果分析② 

１３ 

注1）便益・費用については、基準年における現在価値化した値である。 
注2）費用及び便益額は整数止めである。 
注3）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
注4）便益の算定については、「将来交通需要推計手法の改善について【中間とりまとめ】」に示された第二段階の改善を反映している。 

便益
（Ｂ） 

走行時間 
短縮便益 

走行経費
減少便益 

交通事故
減少便益 

残存価値 総便益 費用便益
比 

（Ｂ／Ｃ） 636億円 39億円 1.8億円 2.2億円 679億円 

費用
（Ｃ） 

事業費 維持管理費 総費用 
3.1 

199億円 23億円 222億円 

3)残事業 

便益
（Ｂ） 

走行時間 
短縮便益 

走行経費
減少便益 

交通事故
減少便益 

残存価値 総便益 費用便益
比 

（Ｂ／Ｃ） 636億円 39億円 1.8億円 2.2億円 679億円 

費用
（Ｃ） 

事業費 維持管理費 総費用 
1.3 

494億円 23億円 517億円 

2)事業全体 



４．事業の見込み等       
（１）事業進捗の見込みの視点 

１４ 

東扇島及び水江町アプローチ部については、一部下部工事に着手、一般交通・埋設物との近接施工や工作

物移設に係る調整、設計・施工検討中。 

主橋梁部においては、下部工事に着手、上部工の施工に係る調整、設計・施工検討中。 

着実な工事進捗に努め、早期の完成供用を目指す。 

（２）事業の実施状況と今後の予定 

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

前回再評価 今回再評価

年　　　度

供
用
開
始
年
次

事業化

工事

測量・調査・設計

用地取得調整・工作物移設

関係者調整等(近接施工・上部工施工)

環境影響評価


川崎市



				年　　　度 トシ ド						H12		H19		H18		H19		H20		H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35		H36

				港湾計画 コウワン ケイカク						位置付 イチ ツ				変更 ヘンコウ						変更 ヘンコウ										変更 ヘンコウ																				供用開始年次 キョウヨウ カイシ ネンジ

				事業化 ジギョウ カ

				関係機関協議 カンケイ キカン キョウギ

				測量・調査・設計 ソクリョウ チョウサ セッケイ

				環境影響評価 カンキョウ エイキョウ ヒョウカ

				用地 ヨウチ

				ライフライン移設 イセツ

				工事 コウジ





																																																												凡例 ハンレイ



																																																														：原計画 ゲン ケイカク								：変更計画 ヘンコウ ケイカク







委員会



				年　　　度 トシ ド						H12		H19		H18		H19		H20		H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35		H36

				港湾計画 コウワン ケイカク						位置付 イチ ツ				変更 ヘンコウ						変更 ヘンコウ										変更 ヘンコウ																				供用開始年次 キョウヨウ カイシ ネンジ

				事業化 ジギョウ カ

				環境影響評価 カンキョウ エイキョウ ヒョウカ

				測量・調査・設計 ソクリョウ チョウサ セッケイ

				用地取得調整・工作物移設 ヨウチ シュトク チョウセイ コウサクブツ イセツ

				関係者調整等(近接施工・上部工施工)

				工事 コウジ



																												前回再評価 ゼンカイ サイヒョウカ						今回再評価 コンカイ サイヒョウカ

																																※完成年度は、費用便益比算定上設定した年次である。 カンセイ ネンド ヒヨウ ベンエキ ヒ サンテイ ジョウ セッテイ ネンジ















×委員会×



				年　　　度 トシ ド						H12		H19		H18		H19		H20		H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		H31		H32		H33		H34		H35		H36

				港湾計画 コウワン ケイカク						位置付 イチ ツ				変更 ヘンコウ						変更 ヘンコウ										変更 ヘンコウ																				供用開始年次 キョウヨウ カイシ ネンジ

				事業化 ジギョウ カ

				関係機関協議 カンケイ キカン キョウギ

				測量・調査・設計 ソクリョウ チョウサ セッケイ

				環境影響評価 カンキョウ エイキョウ ヒョウカ

				用地 ヨウチ

				工作物移設 コウサクブツ イセツ

				工事 コウジ



																												前回再評価 ゼンカイ サイヒョウカ						今回再評価 コンカイ サイヒョウカ

																																※完成年度は、費用便益比算定上設定した年次である。 カンセイ ネンド ヒヨウ ベンエキ ヒ サンテイ ジョウ セッテイ ネンジ
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４．事業の見込み等       
（３）その他 

１５ 

関係者との情報共有をより一層密にし、円滑な事業推進のため調整を図る。 

有識者や専門家の意見を踏まえ、作業性や安全性などの観点から施工方法を検討する。 

移設が必要となる工作物については、整備局が総合的な調整を行い円滑な施工に努める。 

■工期短縮に向けた取り組み 

（事例） 

民
地

歩道
HH

軌道
（付替後） 民

地

共通の施工帯 共通の施工帯 

「交通量が多く狭隘な空間での作業」 

道路計画位置に多数の工作物が 設置されており移設を行う 
（工作物移設関係者 ９者 ３０以上の管・架空線等の移設）  

移設管・線

移設不可管・線

凡　　例

基礎 

橋脚 



５．関連自治体等の意見 

１６ 

<川崎市長からの意見> 

臨港道路東扇島水江町線は、臨海部ネットワークの充実による物流機能強化及び市街地と基幹的広

域防災拠点とを結ぶ緊急物資輸送道路のリダンダンシー確保等を目的とする重要な社会資本となる

ものです。事業実施にあたっては、早期完成に向けた予算の確保と周辺環境への留意、更なるコスト

縮減と工期短縮を強く要請します。 

■都県・政令市への意見聴取（結果） 



 ６．今後の対応方針（原案） 
（１)事業の必要性等に関する視点 

１７ 

（２)事業の進捗の見込みの視点 

（３)対応方針（原案） 

平成27年度に現地着手し、現在、東扇島アプローチ部および主橋梁部を実施中である。 

引き続き、用地取得や工作物移設協議を行い事業の進捗を図る。 

基幹産業や物流拠点が立地する地域であり危険物を取り扱う企業も多く、工事実施にあっては港湾利用者、道

路利用者及び交通管理者、空港管理者、沿道企業等と調整を行いながら、安全・確実な事業の進捗を図る。 

本橋は技術的難易度の高い長大橋であり、有識者や専門家の意見を踏まえ確実な対応を図って行く。 

事業継続する。 

事業の必要性・重要性は高く、着実な効果発現を図ることが適切である。 

東扇島地区は我が国の基幹産業である自動車の輸出拠点であり、高機能な物流施設、冷凍・冷蔵倉庫を中心と

した倉庫群の立地も進んでいるが、東扇島地区と内陸部を結ぶルートは現在川崎港海底トンネルしか無く、増加

する貨物流動等への対応が必要である。 

 さらに、切迫する首都直下地震等への備えとして、発災時には緊急物資輸送等の中継基地の役割を担う東扇島

地区と人口が集中する内陸部とのアクセスルートの多重化が必要である。 

上記への対応として、当該事業の整備により、平常時においては貨物流動の分散化による交通混雑緩和、発災

時においては、緊急物資輸送ルートの多重化に寄与する。 
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